
障がい者専門部会報告書

平成２３年７月７日、佐世保市から佐世保市保健・医療・福祉審議会に諮問のあった

次期「佐世保市障がい者プラン」及び「佐世保市障がい福祉計画」の策定に関する調査

審議ついては、審議会から障がい者専門部会に付託されました。

これを受け障がい者専門部会では、本日までに４回専門部会を開催し、審議を重ねて

まいりました。その審議結果について報告いたします。

○ 平成２３年 ７月１５日（金） 第１回 障がい者専門部会

「障がい者プラン」及び「障がい福祉計画」の次期計画策定スケジュールと、策

定のための基礎資料となる「障がい者実態調査」について説明を受け、検討を行い

ました。

委員から調査項目などについて意見が出されましたが、事務局から部会の意見を

踏まえ調査を行うという回答がなされたため調査実施について了承いたしました。

○ 平成２３年１０月２８日（金） 第２回 障がい者専門部会

「障がい者実態調査」の結果及び「ヒアリング調査」について説明を受け、検討

を行いました。

    「障がい者実態調査」は、昨年８月に身体障がい者、知的障がい者及び精神障が

い者のうち 4,000 人に対して調査票を郵送し、1,844 人から回答があり、回収率は

46.1％であったとの報告を受けました。調査結果の中で計画に反映できるものとし

て、例えば、外出時に不便に感じること、日中の過ごし方、福祉サービス利用の意

向、社会参加状況など、多くの項目がありました。

    「ヒアリング調査」は、障がい者関係団体２７団体、ボランティア団体 5 団体等

に対して調査を行った結果について、内容を検討いたしました。

○ 平成２３年１１月３０日（金） 第３回 障がい者専門部会

   「障がい者プラン」及び「障がい福祉計画」の素案について説明を受けました。

次期計画も現計画と同じく５つの章により構成され、「障がい者プラン」の中核と

なる「施策の現状と課題及び今後の取り組み」について審議を行い、活発な意見が

出されました。また、「障がい福祉計画」については、サービス等事業量見込数値

の確定が平成２４年 3月までかかるため、平成２４年１０月１日現在での見込量と

いうことを踏まえて審議いたしました。

ここで提出した意見は、第 4回専門部会で示される修正案に反映することで了承

しました。



○ 平成２３年１２月１６日（金） 第４回 障がい者専門部会

   第３回の専門部会での審議結果を反映した「障がい者プラン」及び「障がい福祉

計画」の修正案について再度審議を行い、専門部会として修正案をもって素案とす

ることを決定しました。

以上、計４回の障がい者専門部会において、次期「佐世保市障がい者プラン」及び「佐

世保市障がい福祉計画」の素案について、慎重な審議を行い、障がい者専門部会として

了承するに至ったことをここに報告いたします。
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